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項目 ご意見 

１．周波数オークショ

ンを導入する際に検討

すべき論点についてど

のように考えるか。 

  周波数オークションの導入には、賛成であるが、その継続的運用、導 入

による効果を得るためには、以下の論点について検討するべきである。

1. 利用使途、事業許認可と、電波資源の管理の分離  

 従前より我が国の電波利用では、電波資源の割当とその利用使途、事業

許認可が一体となり、管理運営されている部分が多い。  

  たしか に、ITU における電波使途割当の大枠は存在するが、これは、

使途の大枠であり、個々の利用事業やその許認可とはバンドルされてい

ない。  

 ここ数年の電波割当では、TD-CDMA、地域 WiMAX、モバイル放送(衛星)

等で、初期に免許等が割り当てられた電波利用者による事業が継続しな

い、またはその導入に時間がかかる等により、事業の継続疑義が生じ、

結果として電波資源の死蔵期間が生じている。  

 昨今の技術革新の早さにより、電波利用は、数年で常に新しい技術が生

まれるとともに、ニーズの多様化も発生している。 

 そこで、今回の検討においては、根本的な電波割宛として、電波資源の

割当て，配分を行なう行政機能と、これを利用する事業等の管理、許認

可を行なう行政機能を分離する制度設計を行なうことが重要である。 

また、電波資源の割当を受けた者が、技術革新や事業環境の変化に対応

することが可能なように、技術中立性を担保し、周波数オークションの

参加、実施で必要以上な技術基準へのバインドを行なわないことが望ま

しい。 

 

２．論点に対してどの

ように考えるか。 
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制度設計として、利用使途、事業許認可と、電波資源の管理

の分離を検討するべきである。 

6 

 

事業環境の変化、技術革新に柔軟な対応をし、電波資源の死

蔵を避けるためには、二次取引を認めるべきである。 

 

 
 



３．その他 

（留意事項や情報提供

など） 

 


